
 
 
 
 
 
 

 
日常の生活の中で 

 

                            校 長  池 田 和 彦 

 

体育館前のハナミズキが色鮮やかに咲いています。すがすがしい薫風が流れる季節とな
り、朝の校門にも、真新しい帽子と黄色カバー付のランドセルを背負った１年生の明るく
元気な声が響いています。これからも連休が続きますが、休み明け直後に体調がすぐれな
いと訴える子供が増えることが心配されます。緊張感が少しほどけ、今までの疲れが出る
こともあり、日頃から適度に睡眠をとること、食事を三食きちんととり、バランスの良い
栄養をとるなど健康的に生活を送るようにお願いします。  

毎朝、短い時間ですが校門に立ち、子供たちと挨拶を交わしています。その短い時間の
中にも、子供の心を感じることがあります。｢学校で楽しく生活している｣と分かる子供も
いれば｢気持ちが沈んでいるな。どうしたのだろう｣と声をかけずにいられないときもあり
ます。 

挨拶は自分の心を相手に伝える最も短い言葉であり、人を理解するうえで最初に出会う
言葉です。規律ある生活をするために、そして常識ある態度を身に付けるために、いつで
も、どこでも、誰に対しても気持ちの良い｢挨拶｣ができるように心がけてほしいと思いま
す。 

先日の保護者会で学校経営方針について説明させていただきましたが、すべての児童生
徒が｢学校が楽しく学ぶことができる場所｣｢明日も学校に行くのが楽しみ｣と思える学校づ
くりが教育活動の根底にあると考えています。そのために、必ず全ての子供たちに守って
ほしいこと、それは、孔子の｢己所不欲、勿施於人｣(己の欲せざるところ、人に施すこと
なかれ)だと思います。その昔、孔子は、弟子に数多くのことを語って聞かせました。こ
の一節を解釈すると｢自分にやって欲しくないことは、人にやってはいけない｣ということ
になります。孔子の時代には、世を治める者の心得としての深い意味があったそうです。
｢人に悪口を言われたくなかったら、自分も人の悪口を言ってはならない。人に嘘をつか
れたくなかったら、自分も嘘をついてはならない｣ということです。逆の解釈では、｢自分
が人からして欲しいことがあったら、まず、自分からそれを人にやってあげなさい｣とい
う教えになります。｢人から優しくして欲しかったら、自分がまず優しく接するようにし
ましょう｣｢自分を認めてもらいたかったら、人の良いところに目を向けましょう｣という
ことです。年齢も異なるたくさんの子供たちが共に生活する学校が、すべての児童生徒に
とって楽しい学びの場となるためには、孔子の教えが必要です。｢自分も人も大切にする｣
という、生きていく上での根幹を言い当てているものだと思います。 

挨拶や人とのかかわり方は、家庭における基本的なしつけの一つです。しつけについ
て、このような先人の話があります。｢『躾（しつけ）』とは、今でいう家庭教育の意味だ
が、それも『教訓』ではなく、家庭における正しい生活実態を子供たちが身に付けること
である。それは、生活の『形』そのものによるしつけである。文字通り『身体の美』で、
家の日常生活の『行動』で子供たちが自分の目で見て、それを自ずと身に付けるように育
てることである｣(長谷川如是閑｢日常性の中なる日本｣から) 

「口で伝えられるようなことなら、もう身に付いているはず」と思うことがいくどもあ
りますが、そうとばかり言い切れないことが子育てにはあります。大切なことは、自信を
もって日常の生活の中で行動を通して伝え教えることだと思います。そういう意味で、子
供にとって日常の生活は大変重要な学びの場です。｢おはよう｣には｢おはよう｣、｢ただい
ま｣には｢おかえりなさい｣などの挨拶がごく自然に言えること、「自分がして欲しいこと
は、まず自分から行うこと」を当たり前のこととして大切にしてほしいと思います。 
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学 校 だ よ り 



着任式 始業式 入学式 

副校長 田﨑 清文    

令和 4 年 4 月 6 日(水)、着任式、第 1 学期始業式

を行いました。本年度も感染症対策のため、放送で

行いました。子供たちは新しいクラスの友達とやや

緊張気味の顔つきで自分の席に着席していました。

着任式では転入の先生方から放送でご挨拶をいた

だき、その後、担任による学級開きが行われ、待ち

に待った令和 4 年度がスタートしました。 

4 月 7 日（木）、入学式は晴れやかな空のもと、西

体育館にて挙行いたしました。1 年生 66 名、7 年生

85 名を新入生として迎えました。今年も、感染症対策のため

手をつないで入場することはできませんでしたが、７年生は、

１年生の歩くペースに合わせて入場するなど、下級生を思い

やる上級生の姿が見られ、温かい気持ちになりました。新入

生は入学式の中で担任より全員呼名を受けて高らかに返事を

し、これから新しい学校生活をはじめる第一歩を踏み出しま

した。 

大泉桜学園の特色ある様々な活動を通して主体的に学び、

友達や先生方と心を通わせて楽しく学校生活を送れるよう教員一同指導していきます。 

 

 

小中一貫教育校ならではの離任式                         

中学部教務主任 井原 顕章 

 4 月 22 日(金)に離任式を行いました。昨年度は感染症予防のため、事前に録画し放送に

よる離任式でしたが、今年度は異動・退職された先生方に学校に来ていただき、ライブ配

信をする形式で行いました。当日は稲垣奈緒子先生、荒畑聡美先生、加藤亜希子先生、村上

知也先生、小嶋拓也先生、小竹直子先生、對馬亮一先生が来校されました。最初に校長先生

から異動された先生の紹介があり、その後児童生徒の代表者が離任された先生へ挨拶をし

花束と手紙を渡して、先生方からお言葉をいただきました。 

 ここで本校の特徴である小中一貫教育校ならでは

のエピソードを紹介します。普通の中学校だと中学１

年生は離任された先生と面識がないので、他の学年ほ

どは関心が高くありません。しかし、今回は小学部の

ときに担任をしていただいた先生が離任された人も

いたので、その先生の話のときには、７年生の生徒の

中には号泣していた人もいたそうです。 

 また、児童生徒が下校するときは、校庭で離任され

た先生方を取り巻き、最後のお別れをしていました。

また、普通の小学校では担任をしていた児童が中学生になった姿を見ることはできません

が、本校ではその姿を見ることができ、小学部の先生方にとっても感動も一入だったと思

います。 



 児童生徒だけでなく、離任された先生方にとっても小中一貫教育校ならではの思い出に

残る離任式となりました。 

 

対面式 

特別活動部担当 只木 信嗣 

4 月 13 日（水）に対面式を行いました。対面式とは、在校生と新入生が初めて対面し、

今後の学校生活に向け、挨拶を交わす式です。感染症予防のため、あらかじめ録画した映

像を全校児童生徒が同じ時間に教室で視聴する形をとりました。 

式の中では、1 年生と 7 年生から在校生に向けた言葉があり、在校生代表の児童生徒会長

や 4 年生から、新入生に向けた歓迎の言葉が送られました。7 年生からは「先輩方の良い所

を取り入れ、一日一日悔いのない、有意義な学校生活を送りたいと思います。」という決意

が述べられ、児童生徒会長からは、「小中一貫の特色を活かし、よりたくさんの人と交流を

深めてほしいと思います。みんなで出会いの季節を楽しみましょう。」という言葉が送られ

ました。 

また、5 年生からは校歌の歌詞が書かれた模造紙のプ

レゼントが１年生へ贈られました。大泉桜学園の素敵

な校歌を全校児童生徒で歌える日が、一日でも早く来

ることを願っています。    

対面式では、先生・委員会・部活動の紹介も行われま

した。学校生活のことが少し分かったのではないでし

ょうか。新入生が学校生活に慣れるまでには、もう少し

時間がかかると思います。この戸惑いや緊張感も含め

て、「出会いの季節」を楽しんでほしいと思います。 

 

修学旅行 

9 学年主任 大石 道弘    

令和 4 年 4 月 19 日から 21 日の 2 泊 3 日で修学旅行に

出かけました。昨年度から事前学習を重ね、生徒も大変楽

しみにしていました。移動中の新幹線内では、現在求めら

れるマナーを意識して、全員が私語を慎み周りの乗客を意

識しながら過ごしていました。食事中も黙食をしながら車

窓から見える景色を楽しみ、9 年生らしい立派な態度でし

た。1 日目は奈良の法隆寺や東大寺を見学し、奈良公園を

班ごとに散策して過ごし

ました。2 日目は京都を 1 日、生徒だけで班行動を行いま

した。伏見稲荷の鳥居の鮮やかさと多さに圧倒されたり、

生徒や清水寺の境内からの見晴らしの良い景色に感動し

たり、どの班も京都を十分に満喫することができました。

夜は宿舎の中で、漆器加飾体験を行いました。色を塗る作

業では日頃あまり見せない真剣な表情で取り組み、約１時

間の体験でしたがあっという間に過ぎてしまいました。3 日目は、半日、班ごとに事前に計

画したお寺をタクシーで見学しました。 



この 3 日間で日本の歴史に触れ、仲間と楽しい時間を過ご

せたことは 9 年生にとって大切な思い出になりました。修学

旅行が無事に実施できたことに感謝し、今後の取り組みの励

みにしていきたいと思います。 

 

 

第 12 回 運動会の実施予定日について 

運動会 28 日(土) 29 日(日) 30 日

（月） 

31 日(火)以降 

28 日(土)に実施 運動会・弁当持参 休業日 

振
替
休
業
日 

平常授業 28 日(土)雨天中止 

29 日(日)実施 

28 日(土)は休業 

運動会・弁当持参 

28 日、29 日とも中止 

弁当持参 

小学部は火曜、中

学部は木曜の時間

割で授業 

運動会・給食

有 

以後順延 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

部活動保護者会 憲法記念日 みどりの日 こどもの日 安全指導

8 9 10 11 12 13 14

朝礼
運動会特別時程始
教育実習始

委員会 小学部午前授業

避難訓練

15 16 17 18 19 20 21

桜学朝会 中学部午前授業

学力向上を図るため

の調査（6－1）

児童生徒総会

眼科健診（789）
学力向上を図る ための調査（6

－2）

学力向上を図るため

の調査（９）

移動教室説明会（6）

22 23 24 25 26 27 28

期別朝礼Ⅰ 運動会係打ち合わせ 運動会予行 クラブ活動 運動会前日準備

中学部教育実習終

運動会

29 30 31 6/1 2 3 4

運動会

予備日

振替休業日 安全指導

耳鼻科健診（全）

家庭訪問始（小学部）

歯科指導（7）
学力向上を 図るための調査（8）

小学部教育実習終

月行事予定 新型コロナウイルス感染症に関連して今後も変更する可能性があります。

☆令和4年度より相談予約の専用携帯の番号が変わりました。

教育相談場所 西校舎3階「相談室」 東校舎1階「あったまルーム」

☆小学部　スクールカウンセラー（中村）月曜日9：00～17：00　心のふれあい相談員（木村）火・木・金曜日9：00～14：00

相談予約は専用携帯へお願いします。小学部：080-7798-3201 中学部：080-7798-3336（5・6年生は中学部用でも可）

☆中学部　スクールカウンセラー（上草）火曜日9：00～17：00　心のふれあい相談員（大内）木曜日9：00～17：00


